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て
い
ま
す
。

会長 東 和秀 安

副会長 高橋 義友 一

 〃 牧 優伸 安

 〃 松田 豊子 宮

幹事 鎌田 勇一 宮

 〃 上村 泰平 安

で
説
明
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し

た
。
今
回
の

講
演
会
が
生

徒
一
人
一
人

の
進
路
実
現

へ
繋
が
っ
て

行
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま

す
。 

 

５月～７月の主な行事 

５月３１日 チャレンジデー 

６月３，４日 ３年進研模試 

６月１０，１１日 文化祭 

６月２２日 生徒会役員改選 

６月２５日 全商簿記検定 

６月２７～３０日 期末考査 

６月３０日 進路検討会 

７月１１～１３日 

 職場体験学習 

７月１４日 学校登山 

７月２０日 終業式 

 http://www.
 

屋久高プレス 

八 重 岳

 

五
月
十
日
、
熊
毛
地
区
春
季
体
育
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
主
に
種
子
島
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
屋
久
島
地
区
で
は
女
子

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
熱

戦
の
末
、
団
体
二
位
と
い
う
成
績
で
終
わ

り
ま
し
た
。 

今
大
会
の
成
績
で
す
。
（
優
勝
・
一
位

の
み
掲
載
） 
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陸
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女
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〇
〇
ｍ

延
和
加
さ
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一
五
〇
〇
ｍ
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唯
希
さ
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や
り
投
げ 

宮
司
理
加
さ
ん 

 
 

砲
丸
投
げ 

宮
司
理
加
さ
ん 

 

今
後
五
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
高
校
総
体

県
予
選
で
は
日
頃
の
成
果
を
十
分
発
揮
し

活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  熊毛地区春季体育大会開かれる 

 

五
月
一
六
日
、
平
成
一
八
年
度
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
高

好
作
会
長
の
「
先
生
方
を
良
い
意
味

で
、
刺
激
す
る
会
員
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
自
分
と
し
て
は
良
い
経
験
を
す

る
事
が
出
来
た
。
」
等
の
挨
拶
の

後
、
田
代
紀
之
新
学
校
長
の
「
県
下

が
注
目
す
る
屋
久
島
高
校
に
な
っ

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
た
ま
も
の
」
と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。
総
会
は
昨
年

度
の
会
務
報
告
・
決
算
報
告
、
一

八
年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
等
が

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
の
退
任
に
伴
う
、
新
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
等
の
役
員
も
決
定
し
ま
し

た
。 

  

さ
て
、
文
化
祭
で

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な

ど
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

 

房 Ａ 
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五
月
二
四
日
、
㈱
さ
ん
ぽ
う
と
連

携
し
進
路
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
五
限
目
に
全
学
年
参
加
の
講
演

会
、
六
限
目
に
は
三
年
生
だ
け
の
進

路
別
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
後
悔
し
な
い
進
路
選
択

の
た
め
に
」
と
い
う
演
題
で
「
自
分

の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
作
り
、
自
分
が
ど

ん
な
人
間
で
あ
る
か
を
知
り
将
来
の

進
路
に
役
立
て
よ
う
」
「
規
則
的
な

生
活
習
慣
＝
朝
食
を
と
る
、
端
正
な

服
装
、
挨
拶
が
き
ち
ん
と
で
き
る
」

等
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
て
お
く
べ

き
事
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

六
限
目
は
県
内
外
の
国
・
私
立
大

学
、
短
大
、
専
門
学
校
に
よ
る
個
別

説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
八

名
の
講
師
に
よ
る

各
学
校
の
具
体
的

な
案
内
が
あ
り
、

生
徒
は
自
分
の
進

路
に
従
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー

進
路
講
演
会
開
催 

edu.pref.kagoshima.jp/sh/yakushima/top.htm 


